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第二種情報処理技術者試験（二種） 

（Class II Information Technology Engineer Examination） 

平成６年度秋期から平成１２年度秋期まで 

 
 
試験の対象者像  

 
１． 業務と役割 

 将来プロフェッショナルな情報処理技術者を目指す人材が、初めてシステムの開発、保守、運用のいずれか又

は複数の業務に従事し、次の役割を果たす。 

（１）上位技術者の指導の下にその業務遂行に当たる。特にプログラム作成については単独で実施し得る能力

をもちプログラム作成～単体テストにおける実務的戦力としての役割を果たす。 

（２）システム運用においては、上位技術者の指導の下に運用及びトラブル対策実施における作業遂行に当た

る。 

  
２． 期待する技術水準 

 コンピュータ並びに情報システムに関する基礎的用語、表記法を理解し、プログラムの作成～単体テスト及びそ

れに必要なシステム開発環境を利用・操作できる能力が要求される。 

（１）情報システムに関する基礎的用語、表記法が理解できる。 

（２）基本的なアルゴリズムが理解できる。 

（３）プログラム作成～単体テスト（アルゴリズムの理解等を含む）を遂行できる。 

（４）プログラム作成～単体テストに必要なシステム開発環境を利用・操作できる。 

（５）上位技術者の指導の下に、システムの運用とトラブル対策を遂行できる。 

  
３． 経験 

 高度情報処理技術者を目指し、情報システムの開発、保守又は運用の業務について、１年程度の実務経験が

あることを想定する 
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試験の構成  

 
 午前 150 分（9:30～12:00) 

多肢選択式 

午後 150 分 (13:00～15:30) 

多肢選択式 

出題方針 

第二種共通カリキュラムに対応した、基本的な

知識・技術を問う問題。 

将来、どの高度人材へのキャリアパスを選択

する場合にも役に立つ基本的な知識・応用能

力を重点に出題する。 

出題数と 

解答数 

出題数 解答数 

８０問  ８０問 

出題数 解答数 

 ２問   ２問（知識の応用（主としてアルゴリ

ズムとデータ構造）） 

 ４問   ２問（知識の応用（カリキュラム全

般）） 

 ４問   １問（プログラミング能力（４言語か

ら１言語を選択）） 

 ４問   １問（プログラミング能力（４言語か

ら１言語を選択）） 

 ３問   １問（内部設計の基礎的能力、プロ

グラム設計能力、マイコン応用

システム設計の基礎的能力か

ら各１問出題） 

受験資格 制限なし 

業務経歴書 提出の必要なし 

応募者 

受験者 

合格者 

累 計 

応募者：1,632,488 名 

受験者：1,126,503 名 

合格者：182,432 名（合格率：16.2％） 

 
 


